
ニチイキッズ水戸保育園 自己評価総括表 

地域社会における保育施設として、その運営や保育内容について、自らの保育実践

を振り返り、自己評価を行いましたので、その結果を下記の通り公表いたします。 

また、自己評価の結果を踏まえ、今後も更なる専門性の向上や保育実践の改善に努

め、より一層質の高い保育を目指してまいります。 

評価方法 

保育士等（全職

員）の自己評価 

評価期間 2025年 2月 1日～2月 28日 

実施方法 
全職員に自己評価について趣旨を説明し自己評価を実施し

た。 

保育施設の評価 

評価日 2025年3月1日 

実施方法 
職場全体で共有し、保育施設の課題を明確化し、改善策を

検討した。 

 

項目ごとの評価 

保育理念 

「おもいっきり遊ぶ、おもいっきり学ぶ」を保育理念とし子

どもたちの育ちを理解し、職員間で情報共有しながら援助し

て一人ひとりに寄り添う保育を心がけ実践した。 

子どもの発達援助 

個々の成長を認め、言葉の代弁を通して子どもの姿を理解す

ることに努めた。日々の体調や情緒面を把握しながら養護と

教育に重点をおき、個々を受け止めながら保育に取り組ん

だ。 

保護者に対する支援 

日々の連絡帳や送迎時に子どもの成長を共感し、時には子育

ての悩みなど傾聴し、よりよいアドバイスができるように取

り組んだ。 

保育を支える組織的基盤 

定期的な職員会議や 15MTGで子ども一人ひとりの成長、発

達を理解し、課題について共有し、改善に向けて職員が一体

になり保育に取り組んだ。園内研修や外部研修など各分野の

キャリアップ研修に取り組み保育の質の向上に努めた。 

 

総評 

保育実践においては「親子遠足」の行事の再開することができた。保護者、子どもたち、職員がコミュ

ニケーションを取りながらおもいっきり楽しむ事ができ家庭との情報の共有ができた。また季節ごとの

行事、食育活動の工夫などホームページにて写真をアップし配信をしたり、連絡帳を通じて子ども一人

ひとりの様子を伝えることで、成長・発達を共感し合うことができ家庭との連携を深めることができた。

引き続き子どもたちの養護と教育に重点をおき、心と身体の育ちを支えていきたい。 

 


